
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（大北地域） 

平成 28年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目毎

に記載すること。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

今後の取り組み  

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

 

 

 

 
 

 
 

事業名 障がい児等放課後等デイサービス事業 

事業主体 

（連絡先） 

特定非営利活動法人 KUMOI 

0263-84-4050 

事業区分 （2）保健、医療、福祉の充実に関する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費   ９，６１３，５４０  円 （うち支援金： ４０１，０００ 円） 

 

本事業において、地域の障がいのある

子ども達への発達支援、保護者への子

育て支援を行うことにより、障がいのあ

る方ない方もそれぞれに安心して暮ら

せる地域社会の発展に繋がるよう努め

ていく。 

 

※自己評価【 B 】 

【理由】 

これまで行き場がなかったり、遠方の事

業所を利用していた子ども達にとって、

放課後を楽しく過ごせる場ができ、有

効な発達支援となっている。また保護

者にとっても子育て・家庭全般におい

てゆとりが生まれている。 

 

【       】 

 
 【目標・ねらい】 

 

これまで行き場がなかったり、遠方の事業所を利用してい

た大北圏域北部の子ども達にとって、放課後を楽しく過ごせ

る場ができ、有効な発達支援となっている。 

また保護者にとっても時間的・精神的・身体的な負担も軽

減され、子育て・家庭全般においてゆとりが生まれている。 

こうした日々の積み重ねが、障がいのある方ない方もそれ

ぞれに安心して暮らせる地域社会の発展に繋がっていくも

のと思われる。 

 

平成 28 年 9 月に大北圏域北部に初めて開設した「療

育センターそらいろ」での事業「放課後等デイサービス

事業」を行うに当たり、障がいのある子ども達に、学校

や家庭とは異なる体験を通じて、ひとりひとりの状況に

応じたより良い発達支援・療育を進めていくため、必要

な療育用備品（感覚の過敏な子ども達に対応できる） 

の整備を行った。 

今回の事業は、いわば今年度はスタートを切った基礎を固めた段階と言える。今後は一層地域社会、関係機

関、各家庭との連携を深め、専門性も高めながら心の通った、ひとりひとりを大切にした事業を推進し、誰もが

安心して暮らせる地域社会の発展に寄与したい。 


